
平成２７年に学習指導要領が一部改訂され、小学校では平成３０年度、中学校では平成３１年

度から、「特別の教科 道徳」（道徳科）が実施されることとなった。その大きなきっかけとなっ

たのは、未だ止むことのない、いじめに関する痛ましい事件である。現実のいじめの問題をはじ

め、急激な社会の変化に対応できる資質・能力を育むために、「問題」に対して「あなたならど

うするか」を真正面から問い、自分自身のこととして多面的・多角的に考え、議論していく「考

え、議論する道徳」へ転換することが求められている。 
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道徳科の特質を踏まえた 
「主体的、対話的で深い学び」を具現化 

⇒ 道徳科の学習活動「考え、議論する道徳」 

 

 

旧 道徳の時間の目標 

 道徳の時間においては、道徳教育の目標

に基づき、各教科、外国語活動、総合的な

学習の時間及び特別活動における道徳教育

と密接な関連を図りながら、計画的、発展

的な指導によってこれを補充、深化、統合

し、道徳的価値の自覚及び自己（それに基

づいた人間として）の生き方についての考

えを深め、道徳的実践力を育成するものと

する。        ※（ ）は中学校 

           ※外国語活動は小学校のみ 

新 道徳科の目標 

 第 1 章総則第 1 の 2 に示す道徳教育の

目標に基づき、よりよく生きるための基盤

となる道徳性を養うため、道徳的諸価値に

ついての理解を基に、自己を見つめ、物事

を（広い視野から）多面的･多角的に考

え、自己（人間として）の生き方について

の考えを深める学習を通して、道徳的な判

断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

           ※（ ）は中学校 

【特別の教科】道徳は、学

級担任が担当することが望ま

しいと考えられることや、数

値などによる評価はなじまな

いと考えられることなど、各

教科にない側面があるため、

「特別の教科」という新たな

枠組みを設け、位置付ける。 

 

次のような点が変わります。 

○道徳科に検定教科書が導入される。 

○内容がいじめ問題への対応の充実や、発達段

階をより踏まえた体系的なものとなった。 

○問題解決的な学習や体験的な学習などを取り

入れた、多様で効果的な指導法が求められ

る。 

○児童生徒の道徳性に係る成長の様子などにつ

いて評価する。（記述式） 

「特別の教科」化の背景と道徳科の目標 
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指導方法の工夫 具体的には… 

【目指す子ども像】 

主体的な判断の下に行動し、自立し、他者とともによりよく生きようとする子ども 

【研究仮説】                

多様な見方や考え方の中で、子どもが自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的

に考えることができる素材を盛り込んだ教材の充実と指導方法の工夫・改善をすすめるこ

と（「考え、議論する道徳」の実現）により、子どもの道徳的な判断力、心情、実践意欲と

態度を高めることができる。 

１．問題解決的な学習を取り入れた授業展開 

２．言語活動を充実させた授業展開 

【研究主題】「豊かな心」を育む道徳教育の在り方 

  ～子どもが主体的に「考え、議論する道徳」の授業～ 

３．協同的に課題解決を図る授業展開 

考え、議論する 

道徳の授業 

研究の構造図（平成 29～30 年度 2 年研究１年次） 

【主題設定の理由】 

深刻ないじめの本質的な問題に向き合う 

– 制度の改革だけでなく、本質的な問題解決に向かうことが必要 

決まった正解のない予測困難な時代を生きる 

– グローバル化、情報化の急速な進展 

– 科学技術の進化と新たな問題（人工知能、生命倫理…） 

– 社会全体の持続可能な発展（環境問題、超少子高齢社会…） 

 

自らの人生や社会における答えが定まっていない問いを受け止め、 

多様な他者と議論を重ねて探究し、 

「納得解※」を得るための資質・能力が求められる 

（※自分が納得でき、周囲の納得も得られる解） 

→ こうした資質・能力の育成に向け、道徳教育は大きな役割を果たす 
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いじめをしてはいけない。 

誰とでも仲良くしたい。 

「相互理解、寛容」｢友情、信

頼｣など 

現実の場面では傍観してしまう。 

相手にも非があると思ってしまう。 

異なる考えなどを受け入れらない。 

○  

 

「主体的･対話的で深い学び」からの道徳科における指導の改善 

➡「考え、議論する道徳」の授業 

主体的な学びの視点 

・発達段階を考慮した社会的課題を取り上げる。 

・一人一人が考え、感じたことを振り返る活動を取り入れる。 

・自分と異なる意見と向かい合い議論する。 

・道徳的価値の葛藤や衝突が生じる場面を多面的･多角的に議論す

る。
・自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方について 

考える学習を行う。 

・道徳的な問題を自分事として捉え、議論し、探求する過程を重視する。 

対話的な学びの視点 

深い学びの視点 

 ｢主体的、対話的で深い学び」を道徳科の特質を踏まえて具現化すること

とともに、その指導方法を実践検証を通して確かなものにし、空知管内の

小・中学校に提案していくことも本研究の大きなねらいです。 

○道徳的価値のことは理解しているが、それを実現しようとする自分と、できない自分との 

葛藤から生じる問題 

（例） 

いじめ 

寛大な心をもって過ちを許す。 

「相互理解、寛容」 など 

 

理解し合い、信頼や友情を育む。 

｢友情、信頼｣ など 

法やきまりへの放縦や、自分勝

手な反発を許さない。 

「規則の尊重」 など 

 

同調圧力に流されない。 

「公正、公平、社会正義」など 

葛 

藤 

や 

衝 

突 
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〈問題意識をもたせる導入〉 

・導入部分では、課題設定場面で、子どもたち一人ひとりにいかに問題 

意識をもたすことができるかをポイントとする。 

•  

（中学校学習指導要領解説） 

〈主体的に考えさせるための発問の組み合わせがある展開前半〉 

・自らの問題と捉え、多面的に考えられる場面や言語活動を構築する。 

〈自己を見つめ直す展開後半〉 

・自分事として考え、自分を見つめ直すきっかけとなる場面とする。 

 

•  

「  「問題解決的な学習」授業づくりのポイント 

なぜ、問題解決型の道徳の授業なのか 

道徳科における｢指導方法の工夫｣ 

児童(生徒)の発達の段階や特性等を考慮し、指導のねらいに即して、問題解決的な学習、道徳

的行為に関する体験的な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法を工夫すること。その際、

それらの活動を通じて学んだ内容の意義などについて考えることができるようにすること。 

(平成 27 年 3 月一部改正学習指導要領「第 3 章特別の教科道徳」の「第 3 指導計画の作成と内容の取り扱い」) 

道徳科における｢問題解決的な学習｣ 

｢道徳科における問題解決的な学習とは、生徒一人一人が生きる上で出会う様々な道徳

上の問題や課題を多面的・多角的に考え、主体的に判断し実行し、よりよく生きていく

ための資質･能力を養う学習である。｣            

｢問題場面について児童生徒自身の考えの根拠を問う発問や、問題場面を実際の自分に当

てはめて考えてみることを促す発問、問題場面における道徳的価値の意味を考えさせる発

問などによって、道徳的価値を実現するための資質や能力を養うことができる。」 

子どもたちは、自然的、文化的、社会的環境と能動的に相互作用し、その際に生じる様々

な問題を主体的に解決し、経験を構成する中で連続的な成長を遂げる。問題解決型の道徳の

授業は、こうした経験の原理に立ち返って真の「生きる力」を育もうと試みるものである。 

 今日のように価値観が多様化する中で、多様な個性をもつ子どもたちが、自らの知性、感

情、想像力を発揮して、未知の多様な道徳的問題に主体的に取り組み、解決する力を養える

ような道徳授業が求められる。   

問題解決型の道徳授業～プラグマティック・アプローチ～ 著 柳沼 良太 氏より 

課題設定 

追  究 

〈これからの生き方につなげる終末〉 

・学習した内容をもとに、物事をより多面的に見て、多角的に考え、こ 

れからの生き方につなげることができる終末にしていく。 

 

 

ま と め 

④ 

（中学校学習指導要領解説） 



 

 

 

参考：北海道教育委員会 HP 道徳教育の改善・充実に向けた指導資料 道徳の授業づくりについて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主題名 いつも正直に 【Ａ 正直，誠実】 教材「こわれちゃった…」（自作読み物教材） 

〈道徳アンケート〉            （滝川市道徳教育研究会議-作成）        

              項         目 ア イ ウ エ 

Ａ １ よいこと と わるいこと の くべつを している。     

２ うそをついたり、ごまかしたりしないようにしている。     

３ じぶんのものを たいせつにし あとかたづけを きちんとしている。     

４ じぶんの よいところや よくないところが わかる。     

５ べんきょうや かかりのしごとを がんばっている。     

検 証 授 業 

導  入  

◆主題に対する児童生徒の興味・関心を高め、ねらいの根底にある道徳的価値の自覚に向けて

動機付けを図る段階 

【資料提示の工夫】 〈ポイント〉問題意識をもたせる資料の内容に興味・関心をもたせる。 

◆主題のねらいを達成するための中心となる段階。中心的な資料によって、児童生徒一人一人

が、ねらいの根底にある道徳的価値についての自覚を深める段階 

◆ねらいの根底にある道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり、温めたりして、今後の発

展につなぐ段階 

【説話の工夫】〈ポイント〉心情に訴え、感銘を与える。 

【「私たちの道徳」などの活用】〈ポイント〉思いや考えをまとめる。 

基本的な学習指導過程について（読み物教材） 

展 開  

【発問の工夫】〈ポイント〉ねらいに迫る発問をする。 

【話し合い活動の工夫】〈ポイント〉目的に応じた効果的な話し合い活動を取り入れる。 

【書く活動の工夫】〈ポイント〉自分自身を振り返る。 

【表現活動の工夫】〈ポイント〉実感的な理解につなげる。 

【板書の工夫】〈ポイント〉思考を深める手がかりとする。 

終 末  

※展開後半では、教材から離れ、「自分

だったらどう考えるか、どうするか。」

などを考えられる機会をつくる。 

 道徳的価値に対する

児童の実態を把握する

ため、児童・生徒の道

徳性に関するアンケー

ト調査を実施。 

平成２９年１１月２８日（火） 

児 童  北竜町立真竜小学校 １年１組 

授業者  村 川 恵 太 

⑤ 



〈展 開〉 

（１）本時のねらい 

   問題場面を自分事として捉え、「ぼく」の行動からどうしたら「ぼく」のようにならない 

かに気づき、いつでも正直で誠実に行動していこうとする道徳的実践意欲と態度を育てる。 

（２）本時の展開 

 主な学習活動（○発問 ◎中心的な発問） 

 

指導の留意点等 

導
入 

○人のものを壊してしまったことってあるかな？ 

⇒子どもたちの実際の経験談。 

□課題提示 

 

 

□児童の問題意識

を引き出す。 

展
開
前
半 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展
開
後
半 

□資料前半部を読む。 

○ぼくはどんなことを考えて掃除していたかな？ 

⇒・たくさんきれいにするぞ。 ・６年生の分もきれいにするぞ。 

 ・頑張って掃除をしなくちゃ。 

□資料中間部を読む。 

〇作品を壊してしまったときのぼくは、どんなことを考えたかな？ 

⇒・どうしよう、壊しちゃった。・６年生に怒られる。 

〇こっそり戻したぼくは、どんなこと考えたかな？ 

⇒・どうかばれませんように。  ・本当のこと言おうかな？ 

□資料後半部を読む。 

〇どうして「知らないよ」って言ったんだろう？ 

⇒・ばれたくないから。  ・こっそり戻してしまったから。  

 

 

 

⇒・壊したところに戻ってすぐに先生に言う。（すぐに言う） 

 ・こっそり戻したところに戻ってすぐに謝る。（謝る） 

 ・６年生に嘘ついたところに戻

って正直に言う。 

（嘘をつかない） 

□それぞれ考えの良さや自分の考

えとの違いなどを話し合う。 

○実際に謝る場面を「ぼく」と６

年生になってやってみよう。 

□モラルスキルトレーニングをおこなう。 

→・「こわしてしまって、ごめんなさい」→「今度から気をつけて

ね」 

□学習を通して、考えたことや思ったことをカードに書く。 

□資料は児童に配布

せず、教師が読み聞

かせをする。 

□児童の発言につい

て、他の児童の考え

を問う声掛けを行

う。 

 

□場面ごとに、「自分

なら」ということを

考えさせる。 

 

 

 

□ネームカードを

黒板の場面絵のと

ころに貼る。 

 

□壊した部分は変え

られないものとす

る。 

◇評価①（発 言） 

 

 

 

 

 

◇評価②（カード） 

終
末 

□全体で交流する。  

まちがってやってしまったら、どうしたらいいの？ 

課題の提示 

（見通す） 

問題意識を引き出す 

導入時の発問の工夫 

教師による範読 

◎「ぼく」になってやり直せるなら、 

どこに戻ってどうしたらいいかな？ 

議論となる効果的な

展開時の発問の工夫 

価値を自覚し、生活

につなげる振り返り 

モラルスキルトレーニングを通して 

実際の行動（態度）を意識化 

問題を自分事として 

捉える発問の工夫 

ファシリテーター 

としての教師の関わり 

ねらいの明確化 
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〈道徳カード〉 

⑦ 

思考を深める手がかりと

する板書の工夫 

〈モラルスキルトレーニングについて〉 

道徳場面を想定したスキルトレーニングであり、相手の

気持ちに配慮したあいさつの仕方を考え、ロールプレイを

通して実際の行動を身に付けていく教育プログラムです。 

今回の検証授業では、道徳的価値の自覚の後に、体験と結

びつけるなどの工夫として、モラルスキルトレーニングを

取り入れてみました。他にも「自己主張」「お礼・謝り方」

「親切」「友達づくり」など多くの道徳場面におけるスキル

が考えられます。 

 

〈板 書〉 

ネームカードの使用 

他の意見（考え）を知ることができる。 

場面絵の提示（5 枚） 

 児童の想像を促す場面絵を使用する。 

黒板に貼っておくことで、場面を振り返

って考えることができる。 

教材の把握 

場面ごとの発問に対

する児童の言葉を板書

し残す。 

課題の提示 

今日は何について考

えるのか見通しをもつ

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な研究成果】 

児童一人一人が道徳的価値について深く 

思考することができる授業       

○発達段階や実態を考慮した教材の選定 

○児童の主体的な学習をつくる発問の工夫 

○ファシリテーターとしての教師の役割 

○想像を促す場面絵や他の考えを見える化 

した板書の工夫           

【主な課題】 

○課題提示とまとめの在り方 

○目的に応じた話し合い活動の在り方 

○問題の解決を自分事として捉え、思考す

るための学習活動の在り方 

○（評価の在り方）          

 ※成果についても実践検証を通して、さら

に深化させていく必要がある。 

【研究の方向性（研究内容〕】 

○｢問題解決的な学習｣を指導方法の工夫の中心に据えた授業づくりと実践検証 

○思考を深める手がかりとなる板書の工夫についての研究と実践検証 



 

 

 

 

 

発刊にあたって 
 情報化やグローバル化等、社会の変化がその加速度を増す未来を生きる子どもたちには、自

らの人生や社会における答えが定まっていない問いを受け止め、多様な他者と議論を重ねて探

究し、「納得解」を得るための資質・能力が必要とされています。小学校では平成３０年度か

ら、中学校では３１年度から他の教科に先駆けて全面実施される「特別の教科 道徳」におい

ては、こうした資質・能力の育成に大きな役割を果たすことが求められています。               

 このため、空知教育センターでは、今年度から、「豊かな心」を育む道徳教育の在り方 ～

子どもが主体的に「考え、議論する道徳」の授業～ を研究主題と設定した２か年の研究をス

タートさせました。 

 １年目の今年度は、資料の収集と読み込み、先進地視察や研修会参加、そして、委員による

話し合いこそ最重要として研究を進め、１１月には課題研究委員会の論議や考え方を取り入れ

た授業を公開したところです。 

 このたび１年間の理論研究や検証授業、研究分析結果、考察や課題などの取組を中間のまと

めとしましたが、新学習指導要領の本格実施に備える各学校の校内研修に、また、日々の実践

のよき参考資料としていただければ幸いです。 

 結びに、本研究推進にあたり積極的に取り組まれた課題研究委員の皆様、ご指導･ご助言をい

ただきました空知教育局をはじめ各関係機関、各学校の皆様に心よりお礼申し上げ、発刊にあ

たってのご挨拶とさせていただきます。 

                                  平成３０年３月 

                               空知教育センター所長  四十九院 正満 

平成 29年度 空知教育センター 課題研究委員会の構成員紹介 

委 員 長  橋本  憲 教諭 雨竜町立雨竜中学校 

副委員長  田中 圭輔 教諭 砂川市立北光小学校 

委  員  辰口 敦子 教諭 新十津川町立新十津川小学校 

〃    森浦 佳康 教諭 奈井江町立奈井江中学校 

  〃    村川 恵太 教諭 北竜町立真竜小学校 

担当所員  飯塚 博明 所員 滝川市立江陵中学校 

〃    髙山  幸 所員 滝川市立江部乙中学校 

  〃    池田 瑞恵 所員 滝川市立西小学校      「検証授業」指導案検討のようす 

空知教育センター課題研究 「豊かな心」を育む道徳教育の在り方 中間報告 
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空知教育センター 

平成 30 年度も検証授業を行いま

す。日程等の詳細は、空知教育セン

ターHP 等でお知らせしますので、

多数の参観をお待ちしております。 
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